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研究成果の概要 

1. 雌雄同体種 Pristionchus pacificus とその近縁種で雌雄異体種の P. expectatusの染色体レベ

ルのゲノム比較解析から、染色体融合が二系統で独立に起こっていることを発見した。雑種不

稔の QTL解析により、この領域には、生殖隔離の原因遺伝子座が蓄積していることを見出し

た（論文 1）。 

2. マツノザイセンチュウ Bursaphelenchus xylophilus（雄と雌）とその近縁種 B. okinawaensis（雄と

雌雄同体）の全ゲノム配列の解析から、これらの線虫では性による染色体の差異が認められ

ず、性決定は C. elegansのような XX-XOシステムではなく、ランダムなエピジェネティック制御

で決定されていることを見出した（論文 2）。 

3. PIWI経路と piRNAを失っている寄生性線虫 Strongyloides rattiの sRNAの解析を行い、

piRNAの欠損を補いトランスポゾン活性を抑制する役割を持つ、代替的な sRNA クラスが存

在することを示した（論文 3）。 

4. ゾウムシから分離された新種 Caenorhabditis niphadesの染色体レベルのゲノム解読を行った

結果、Caenorhabditis属 Elegansスーパーグループの配列決定済みの種において最短の

59Mbpのゲノム長であることが示された（C. elegansは 100Mbp）（論文 4）。 

5. トランスポゾン転移が抑制されている C. elegans と、その近縁種でトランスポゾンが増幅し活性

化されている C. inopinataにおいて、トランスポゾン挿入による近傍遺伝子の転写への影響を

調べた結果、C. elegansでは転写が抑制される傾向にあるのに対して、C. inopinataでは逆に

転写が亢進される傾向にあることが示された（論文 5）。 
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